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彙　
　
　

報

○
女
子
大
國
文
第
一
七
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

○
前
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
新
入
生
歓
迎
行
事
の
感
想
文
、
及
び
卒
業
論
文

発
表
会
の
要
旨
・
体
験
記
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
　

研
究
室
だ
よ
り

○
昨
年
度
一
年
間
、
京
都
大
学
に
て
国
内
研
究
員
を
お
務
め
に
な
り
ま
し
た

大
谷
俊
太
先
生
が
お
戻
り
に
な
り
ま
し
た
。

○
今
年
度
一
年
間
、
中
西
俊
英
先
生
が
龍
谷
大
学
に
て
国
内
研
究
員
を
お
務

め
に
な
り
ま
す
。

○
今
年
度
の
文
学
部
国
文
学
科
長
お
よ
び
国
文
学
会
代
表
幹
事
は
、
坂
本
信

道
先
生
で
す
。
池
原
陽
斉
先
生
・
野
澤
真
樹
先
生
と
と
も
に
、
国
文
学

科
・
国
文
学
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

二
〇
二
五
年
度
国
文
学
会
行
事
（
前
期
）

○
新
入
生
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

四
月
七
日
（
月
）
午
前
九
時
よ
り

　

於
：
Ｊ
二
二
四
教
室

○
新
入
生
歓
迎
行
事　

能
楽
鑑
賞
会

　

六
月
一
四
日
（
土
）
一
三
時
よ
り　

　

於
：
音
楽
棟
演
奏
ホ
ー
ル

　

 

能
の
歴
史
・
囃
子
・
狂
言
に
関
す
る
解
説
を
聴
講
、
謡
体
験
、
装
束
着
付

実
演
、
狂
言
「
寝
音
曲
」
、
仕
舞
「
橋
弁
慶
」
を
鑑
賞
。

○
卒
業
論
文
発
表
会

　

六
月
二
八
日
（
土
）
一
三
時
よ
り

　

於
：
Ｊ
四
二
〇
教
室

　
「
髪
」
の
歌
語
史

　
　

―
平
安
中
期
ま
で
の
詠
ま
れ
方
の
変
遷
を
探
る
― 

鈴
木　

琴
子
氏

　

歌
語
「
あ
は
雪
」
の
変
遷

　
　

―
『
万
葉
集
』
か
ら
新
古
今
時
代
ま
で
― 

土
井　

萌
菜
氏

　
「
か
は
づ
」
の
季
節
感
の
変
化

　
　

―
和
歌
を
中
心
に
― 

松
下　

渚
沙
氏

　

中
原
中
也
「
盲
目
の
秋
」
に
お
け
る
「
曼
珠
沙
華
」
の
使
わ
れ
方

 

山
﨑　
　

遥
氏

　

山
川
方
夫
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
作
品
に
於
け
る
他
者
と
死
の
関
連
性

　
　

―
「
暑
く
な
い
夏
」
を
中
心
に
― 

馬
瀬　

愛
央
氏
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中　
　
　

古

和
泉
式
部
が
描
く
敦
道
親
王
と
為
尊
親
王 

浦
野　

真
静

　

―
『
和
泉
式
部
日
記
』
を
中
心
に

│

『
落
窪
物
語
』
に
お
け
る
道
頼
の
色
好
み
と
一
夫
一
妻
主
義 

浅
野　

佳
子

古
代
に
お
け
る
藤
花
の
イ
メ
ー
ジ 

井
内
富
美
子

　

―
藤
原
氏
・
紫
色
と
の
関
係
を
中
心
に
―

平
安
時
代
の
結
婚
に
求
め
ら
れ
た
男
性
の
地
位 

石
田　

彩
乃

　

―
『
落
窪
物
語
』
少
将
道
頼
を
中
心
に

―

引
歌
か
ら
考
察
す
る
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
特
徴 

大
久
保
琳
央

　

―
藤
原
兼
輔
「
人
の
親
の
」
の
歌
を
中
心
に
―

平
安
期
の
貴
族
男
性
が
好
ん
だ
女
性
像 

川
井
田
紀
子

　

―
『
落
窪
物
語
』
を
中
心
に

―

平
安
時
代
の
女
性
が
身
に
つ
け
た
教
養 

黒
河　

真
帆

『
竹
取
物
語
』
改
作
考  

―
求
婚
譚
を
中
心
に
―   

古
武　

楓
華

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る
作
者
の
女
性
観 

西
田　

咲
桜

　

―
女
主
人
公
の
正
体
発
覚
場
面
に
注
目
し
て
―

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
月 

松
尾
満
寿
美

『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
猫
へ
の
転
生 

眞
西　

愛
美

　

―
平
安
貴
族
の
猫
に
対
す
る
考
え
方
よ
り
―

　
　
　
　

二
〇
二
四
年
度
（
令
和
六
年
度
）
論
文
題
目

　
　

卒 

業 
論 
文

　
　
　

上　
　
　

代

上
代
の
怨
霊
研
究 

稲
生　

有
華

　

―
大
津
皇
子
を
怨
霊
と
し
て
定
義
で
き
る
か
―

『
萬
葉
集
』 

に
お
け
る
動
詞 

「
明
く
」 

の
意
味
用
法
に
つ
い
て 

菊
地
加
南
美

　

―
「
明
く
」
は
「
夜
明
け
」
を
指
す
の
か
―

『
萬
葉
集
』
伝
本
の
校
異 

坂
本
彩
香
里

　

―
尼
崎
本
と
廣
瀬
本
の
本
文
を
中
心
に
―

「
髪
」
の
歌
語
史 
鈴
木　

琴
子

　

―
平
安
中
期
ま
で
の
詠
ま
れ
方
の
変
遷
を
探
る
―

七
夕
物
語
の
日
本
的
展
開 

中
村　
　

碧

　

―
「
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
」
の
独
自
性
― 

『
萬
葉
集
』
一
六
九
番
歌
の
「
日
」
と
「
月
」 

藤
原　
　

悠

　

―
実
景
か
譬
喩
か
―

人
麻
呂
殯
宮
挽
歌
異
伝
考 

矢
野
ま
ひ
る

　

―
推
敲
説
に
よ
る
説
明
は
可
能
か
―
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平
安
期
に
お
け
る
女
性
の
絵
画
制
作 

美
濃
部
好
香

　

―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
―

『
六
百
番
歌
合
』
恋
九
・
十
九
番
判
詞
に
つ
い
て 

立
木　

亜
美

『
拾
玉
集
』
「
十
題
十
首
和
歌
」
獣
歌
考 

橋
口　

天
音

藤
原
俊
成
の
「
面
影
」 

猪
野
美
裕
紀

平
安
時
代
の
散
ら
し
書
き
に
関
す
る
考
察 

清
田
奈
都
美

『
百
人
一
首
』
崇
徳
院
歌
の
解
釈
に
つ
い
て 

酒
井　
　

光

歌
語
「
あ
は
雪
」
の
変
遷 

土
井　

萌
菜

　

―
『
万
葉
集
』
か
ら
新
古
今
時
代
ま
で
―

「
か
は
づ
」
の
季
節
感
の
変
化  

―
和
歌
を
中
心
に
― 

松
下　

渚
沙

『
百
人
一
首
』
清
少
納
言
歌
の
解
釈 

吉
田　

妃
那

　
　
　

中　
　
　

世

源
満
仲
と
九
頭
伝
説 

荒
井　

杏
華

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
に
お
け
る
天
狗
説
話
の
位
置
づ
け 

吉
村　

峰
葉

『
阿
波
の
狸
合
戦
』
の
変
転
に
つ
い
て 

梅
原　

那
月

　

―
な
ぜ
、
民
話
が
広
く
浸
透
し
た
の
か
―

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
五
七
話
「
石
橋
下
蛇
事
」
考 

岡
田　

楓
香

　

―
蛇
婿
入
譚
・
苧
環
型
と
の
関
わ
り
―

『
塵
塚
物
語
』
娯
楽
性
の
あ
る
説
話
の
意
義
に
つ
い
て 

能
勢
菜
々
子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
十
七
話
「
修
行
者
百
鬼
夜
行
に
あ
ふ
事
」
考

 

古
野　

栞
音

「
羅
刹
女
国
」
に
お
け
る
表
現
と
編
集
意
図
の
比
較 

松
尾　

実
桜

　

―
『
大
唐
西
域
記
』
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
中
心
に
―

〈
今
昔
的
〉
な
女
性
像
の
形
成
と
広
が
り 

松
村
和
佳
奈

御
伽
草
子
と
し
て
の
「
あ
つ
た
の
し
む
ひ
」
が
辿
っ
た

変
遷
過
程
と
編
集
意
図 

南　

明
日
香

寡
婦
の
発
心  

―
『
閑
居
友
』
下
巻
第
一
話
を
め
ぐ
っ
て
― 

望
月
あ
か
り

説
話
世
界
に
お
け
る
安
倍
晴
明
の
位
置 

和
栗　

令
奈

　

―
周
縁
の
陰
陽
師
な
ど
を
中
心
に
―

狂
言
と
茶
の
関
わ
り 

金
田　

夕
妃

黒
川
能
の
継
承
と
発
展  

―
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
― 

加
藤　

愛
翔

中
世
文
学
に
お
け
る
猫
の
不
思
議 

玉
田　

愛
莉

　

―
怪
異
〈
猫
ま
た
〉
を
中
心
に
―

狂
言
「
釣
狐
」
と
「
狸
腹
鼓
」
に
つ
い
て 

藤
本
安
絵
理

　

―
大
曲
化
の
過
程
と
理
由
―

国
語
教
育
に
お
け
る
狂
言
教
材
の
可
能
性 

丸
山　

恵
生

　

―
伝
統
文
化
の
継
承
と
主
体
的
な
学
び
の
実
現
―

狂
言
に
お
け
る
中
世
の
現
実
と
虚
構 

八
尋　

桃
子

　

―
太
郎
冠
者
の
描
か
れ
方
を
中
心
に
―
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近　
　
　

世

芭
蕉
の
一
座
し
た
歌
仙
に
お
け
る
月
・
花
が
共
に
詠
ま
れ
た
句
に
つ
い
て

 

伊
東
沙
也
加

『
酒
呑
童
子
』
に
お
け
る
恐
怖
表
現
に
つ
い
て 

東
田　

紗
季

浮
世
草
子
に
お
け
る
義
経
と
弁
慶
の
対
峙 

大
畠
愛
優
香

　

―
義
経
記
・
橋
弁
慶
と
の
比
較
か
ら
見
え
る
そ
の
特
徴
―

近
松
三
大
姦
通
物
の
敵
役
の
役
割 

沢
柳　

妃
奈

　

―
堀
川
波
鼓
を
中
心
に

―

江
戸
時
代
に
お
け
る
女
性
の
化
粧

  

『
都
風
俗
化
粧
伝
』
『
容
顔
美
艶
考
』
を
中
心
に   

前
田　

未
羽

烏
丸
光
広
の
和
歌
の
特
殊
性 
湯
口　

萌
愛

　

― 

『
黄
葉
和
歌
集
』
に
詠
ま
れ
る
植
物
に
焦
点
を
当
て
て
―

『
黄
葉
和
歌
集
』
一
五
一
九
番
歌
に
見
る
烏
丸
光
広
の
趣
向
に
つ
い
て

 

吉
岡　

志
栞

『
曽
我
物
語
』
を
題
材
と
し
た
八
文
字
屋
浮
世
草
子
に
お
け
る

勘
当
に
つ
い
て 

若
木　

里
紗

　
　
　

近　
　
　

代

樋
口
一
葉
「
軒
も
る
月
」
論 

秋
口　

ゆ
め

　

―
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間
設
定
の
意
味
と
効
果

―

樋
口
一
葉
「
に
ご
り
え
」
の
挿
絵
に
つ
い
て 

東　
　

千
紗

　

―
二
枚
の
挿
絵
へ
の
作
者
の
関
与
を
巡
っ
て

―

田
沢
稲
舟
「
し
ろ
ば
ら
」
論  

―
表
題
に
着
目
し
て
― 

磯
本　

実
来

田
山
花
袋
「
少
女
病
」
論 

岩
城　

芽
依

　

―
魅
力
的
な
少
女
像
へ
の
こ
だ
わ
り

―

山
川
方
夫
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
作
品
に
於
け
る
他
者
と
死
の
関
連
性

　

―
「
暑
く
な
い
夏
」
を
中
心
に

― 

馬
瀬　

愛
央

川
端
康
成
「
朝
雲
」
考 

浦
田　

彩
水

　

―
思
慕
感
情
の
落
ち
着
き
と
手
紙
の
関
連
性

―

「
瓶
詰
地
獄
」
論 

大
木
菜
美
佳

　

―
三
つ
の
手
紙
の
配
列
、
異
母
妹
森
綾
子
と
の
関
連

―

檀
一
雄
「
樹
々
に
匐
う
魚
」
「
裾
野
少
女
」
に
於
け
る
富
士
に
つ
い
て

 

大
倉　

愛
美

樋
口
一
葉
「
闇
夜
」
が
受
け
た
同
時
代
評
価
に
つ
い
て 

角
田　

栞
莉

谷
崎
潤
一
郎
「
呪
は
れ
た
戯
曲
」
考 

小
西
花
乃
子

　

―
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
「
架
空
の
頽
廃
」
か
ら
の
影
響
を
中
心
に

―
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岡
本
か
の
子
「
花
は
勁
し
」
論  

―
公
開
展
の
描
写
に
つ
い
て
― 

重
松　

沙
希

『
め
さ
ま
し
草
』
所
載
、
合
評
「
三
人
冗
語
」
の
意
義 

西
谷　

美
槻

　

―
森
鷗
外
の
批
評
を
中
心
に

―

樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
論 

樋
上
三
希
子

　

―
水
仙
の
造
り
花
の
意
味
に
つ
い
て

―

島
崎
藤
村
「
刺
繍
」
を
読
む 

増
田　

実
桜

　

―
「
お
せ
ん
」
に
着
目
し
て

―
― 

「
に
ご
り
え
」
に
お
け
る
お
力
の
外
見
描
写 

村
田　
　

望

中
原
中
也
「
盲
目
の
秋
」
の
聖
母
像 

森
本　

綺
乃

芥
川
龍
之
介
「
秋
」
論 

安
松　

美
咲

　

―
書
簡
・
草
稿
の
検
討
を
中
心
に

―

横
光
利
一
「
蠅
」
と
「
赤
い
着
物
」
の
類
似
性 
唐
橋
さ
く
ら

太
宰
治 

「
駈
込
み
訴
へ
」 

と 

「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

の
関
連
性
を
探
る 
鈴
木　

友
葉

　

―
山
岸
外
史
の
手
紙
に
着
目
し
て
―

尾
崎
翠
作
品
に
お
け
る
食
物
と
恋
愛
表
現
に
つ
い
て 

住
吉　
　

環

『
少
女
地
獄
』
「
何
ん
で
も
無
い
」
の
嘘 

角
川　

七
海

　

―
姫
草
ユ
リ
子
の
嘘
は
月
経
が
原
因
な
の
か
―  

太
宰
治
「
斜
陽
」
の
か
ず
子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像
に
つ
い
て 

中
尾　

菜
月

太
宰
治
「
畜
犬
談
」
に
お
い
て
語
り
の
現
在
が
描
か
れ
る
意
義

 

西
村
美
乃
里

宮
澤
賢
治
短
歌
に
お
け
る
「
く
る
み
」
「
黄
金
の
あ
か
ご
」

表
現
と
そ
の
発
展 

原
田
萌
々
香

江
戸
川
乱
歩
「
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
」
に
お
け
る
花
火
の
位
置
づ
け

 

藤
岡　

心
音

太
宰
治
「
花
燭
」
に
お
け
る
桜
の
園
の
由
来 

古
川　

寧
々

芥
川
龍
之
介
「
奇
怪
な
再
会
」
は
探
偵
小
説
な
の
か 

宮
地　

舞
子

太
宰
治
「
陰
火
」
が
表
す
女
性
の
変
化
に
つ
い
て 

山
口　

華
香

中
原
中
也 

「
盲
目
の
秋
」 

に
お
け
る 

「
曼
珠
沙
華
」 

の
使
わ
れ
方 

山
﨑　
　

遥

　
　
　

漢　

文　

学

頼
宗
が
詠
ん
だ
「
胡
蝶
の
夢
」
に
つ
い
て 

石
川　

弥
空

古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
け
る
武
照
像 

長
竹　

美
和

　

―
仏
教
と
呼
称
を
中
心
に

―

古
代
中
世
の
〈
薬
湯
〉
付
端
午
の
節
供
の
菖
蒲
湯
の
定
着 

八
木
小
百
合

　
　
　

国　

語　

学

歌
詞
に
お
け
る
色
彩
表
現  

―M
r.Children

の
楽
曲
か
ら
― 

寺
田　

唯
姫

丹
波
方
言
の
現
状  

―
―
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
―
― 

赤
松　

優
香

若
年
層
に
お
け
る
方
言
使
用
状
況
に
つ
い
て   

秋
山
ひ
な
た

　

―
―
京
都
女
子
大
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
―
―
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流
行
歌
の
感
情
表
現  

―
カ
ラ
オ
ケ
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
み
る

― 

市
川　

り
の

湖
東
方
言
の
現
状  

―
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

― 

猪
塚　

萌
那

「
人
の
心
を
掴
む
」
広
告
コ
ピ
ー 

井
上　

真
歩

　

―
業
界
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
元
に
―

役
割
語
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ  

―
宮
崎
駿
監
督
作
品
よ
り
― 

入
潮　

虹
都

B'z
に
お
け
る
歌
詞
の
変
遷 

岩
野　

瑞
季

少
年
向
け
雑
誌
、
少
女
向
け
雑
誌
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
傾
向
と
比
較

 

岡
田　

紅
葉

女
子
大
学
生
の
自
称
詞
の
変
化
と
選
択 

金
川　

綾
世

　

―
京
都
女
子
大
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に

―

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
に
お
け
る
言
語
表
現
の
性
差 

川
上　

慶
子

漫
画 

『
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ 

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ
』 

に
お
け
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
に
つ
い
て 
川
嶋　

冴
桜

　

―
「
一
人
称
」
「
呼
称
」
「
口
癖
」
か
ら
み
る

―

流
行
歌
に
お
け
る
日
本
語 

小
舘　

有
紗

　

―
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で

―

日
本
に
お
け
る
名
前
の
変
遷 

淨
慶　

和
織

　

―
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
見
る
特
徴

―

滋
賀
県
南
東
部
方
言
に
つ
い
て 

立
岡　

伶
菜

　

―
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

―

漫
画
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
に
お
け
る
家
族
間
で
の
敬
語 

戸
倉　

遥
子

　

―
昭
和
21
年
か
ら
昭
和
41
年
に
か
け
て
の
変
遷

―

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
歌
詞
の
変
遷 

東　
　

智
里

　

―
一
九
三
七
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で

―

Ayase

の
歌
詞
に
お
け
る
表
現
特
性 

広
原　

愛
梨

『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
連
載
作
品
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ 

前
田
秀
寿
美

誤
用
さ
れ
や
す
い
言
葉
の
実
態  

―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

― 

増
田　

希
美

東
京
ス
カ
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
お
け
る
「
歌
モ
ノ
」
の
分
析

 

松
田　

す
ず

映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

宮
本　

陽
菜

　

―
邦
画
と
洋
画
の
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
二
〇
年
代
ま
で

―

誤
用
表
現
の
使
用
状
況
と
意
識
調
査 

山
﨑　
　

麗

　

―
京
都
女
子
大
学
国
文
学
科
の
学
生
を
対
象
に

―

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
み
ん
な
の
う
た
」
の
歌
詞
の
変
遷 

渡
邉　

佑
南

　

―
一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
二
〇
年
代
ま
で

―

方
言
景
観
の
位
置
づ
け  

―
空
間
的
機
能
の
検
討
か
ら
―   

古
鞘　

歩
花

明
治
時
代
の
小
説
に
お
け
る
「
～
的
」
の
使
用
傾
向 

笹
川
明
日
香

語
彙
の
選
択
と
文
法
の
比
較 

谷　
　

美
鈴

　

―Jeoff D
yer

『But Beautiful

』
と

　
　

村
上
春
樹
訳
『
バ
ッ
ト
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』
に
つ
い
て
―
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役
割
語
と
し
て
の
マ
ン
ガ
に
お
け
る
笑
い
表
記
に
つ
い
て 

丸
吉　

芽
生

高
知
方
言
に
お
け
る 

「
～
ゆ
う
」 「
～
ち
ゅ
う
」 

の
使
い
分
け   

足
立　

紗
那

国
語
教
育
に
お
け
る
多
元
論
的
な
語
彙
の
学
習 

石
川　

小
波

「
伝
統
」
に
つ
い
て 

板
西　

清
香

ニ
セ
方
言
の
使
用
度
、
使
用
実
態  

―
関
西
弁
を
中
心
に
― 

入
江　

帆
香

現
役
大
学
生
の
死
語
・
廃
語
と
そ
の
傾
向 

請
井
佐
智
子

変
化
す
る
「
推
し
」
と
い
う
語
に
つ
い
て 

川
野　

知
香

漫
画
『
ハ
イ
キ
ュ
ー
！
！
』
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ 

木
戸　

瑠
泉

手
書
き
文
字
が
生
み
出
す
伝
達
に
よ
る
効
果 

木
村　

心
音

　

―
パ
ラ
言
語
的
機
能
に
着
目
し
て
―

女
子
大
学
生
の
絵
文
字
利
用
に
つ
い
て 

下
農　

琴
美

　

―
関
係
性
や
親
密
度
・
会
話
内
容
・
媒
体
と
手
段
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
考
え
る
―

京
都
弁
の
「
ハ
ル
」
の
用
法
に
つ
い
て 
谷
川　

莉
子

奄
美
諸
島
と
宮
古
諸
島
に
見
ら
れ
る
琉
球
文
化 

谷
本　

菜
々

「
た
そ
が
れ
」
の
変
遷 

津
田　

晴
香

『
竹
取
物
語
』
で
は
な
ぜ
「
三
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か 

中
野　

瑞
姫

感
謝
表
現
「
も
っ
た
い
な
い
」
に
つ
い
て 

野
田　

梨
湖

疑
念
表
明
の
表
現
と
役
割
語 

日
置　
　

優

　

～
メ
デ
ィ
ア
の
女
性
文
末
詞
と
合
わ
せ
て
～

薔
薇
色
の
色
彩
語
と
し
て
の
意
味
の
衰
退 

町
川　

七
菜

「
バ
グ
る
」
に
つ
い
て 

松
田　

風
夏

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
疑
問
文
の
特
性 

森
野
す
み
れ
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『
女
子
大
國
文
』
投
稿
規
定

一
、
（
投
稿
資
格
）

　

①　

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
の
会
員
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

②　

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
の
会
員
以
外
の
者
も
、
編
集
事
務
局
の
判

断
で
寄
稿
を
認
め
る
。

二
、
（
刊
行
回
数
・
時
期
・
投
稿
の
締
め
切
り
）

　

①　

毎
年
二
回
、
九
月
と
一
月
に
刊
行
す
る
。

　

②　

毎
年
、
五
月
十
日
と
九
月
三
十
日
を
投
稿
の
締
め
切
り
と
す
る
（
厳

守
）
。

三
、
（
投
稿
の
枚
数
）

　

枚
数
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
る
が
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
、
四
十

枚
（
注
・
表
・
図
版
な
ど
を
含
む
）
を
目
安
と
す
る
。
ま
た
、
完
全
原

稿
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
（
多
少
の
加
筆
訂
正
は
や
む
を
得
な
い

が
、
段
落
や
章
の
差
し
替
え
な
ど
大
幅
な
修
正
を
加
え
た
も
の
は
、
査

読
を
行
う
関
係
上
不
可
）
。
紙
面
の
都
合
等
に
よ
り
、
目
安
の
枚
数
を
大

き
く
超
過
す
る
原
稿
に
対
し
て
は
、
編
集
委
員
会
よ
り
分
量
の
削
減
を

依
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
。

四
、
（
投
稿
に
際
し
て
提
出
す
べ
き
も
の
）

　

①　

手
書
き
原
稿
の
場
合
、
投
稿
原
稿
二
部
（
審
査
用
。
二
部
と
も
コ

ピ
ー
し
た
も
の
で
も
可
）
。

　

②　

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
二
部
（
審
査

用
）
と
、
投
稿
原
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
電
子
デ
ー
タ
（
ワ
ー
プ
ロ

専
用
機
の
場
合
は
機
種
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
の
場
合
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
名
を
通
知
す
る
こ
と
）
。

五
、
（
投
稿
に
際
し
て
の
注
意
事
項
）

　

①　

論
文
末
尾
に
所
属
、
回
生
、
卒
業
年
度
な
ど
を
丸
ガ
ッ
コ
に
括
っ
て

記
す
こ
と
。
本
学
の
教
員
・
院
生
・
学
生
の
場
合
は
、
（
本
学
教
授
）

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
四
回
生
）

な
ど
と
記
す
。

　

②　

連
絡
先
の
住
所
を
記
し
た
別
紙
を
添
え
る
こ
と
（
採
否
の
知
ら
せ
や

校
正
送
付
等
の
た
め
）
。
そ
の
際
、
投
稿
原
稿
に
つ
い
て
の
連
絡
事
項

を
す
み
や
か
に
行
う
た
め
に
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
電
話
番
号
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
も
添
え
る
こ
と
。
内
部

の
教
員
・
院
生
・
学
生
は
直
接
原
稿
の
や
り
と
り
を
す
る
の
で
、
住

所
は
不
要
だ
が
、
必
要
に
応
じ
て
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

『
女
子
大
國
文
』
編
集
事
務
局
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
投
稿
原
稿
に
つ
い
て
の
連
絡
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
し
な
い
。

　

③　

原
稿
に
つ
い
て
は
、
引
用
の
正
確
さ
と
厳
密
さ
、
出
典
の
明
示
、
先
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行
研
究
と
の
重
な
り
な
ど
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
二
重
投
稿
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
。

六
、
（
投
稿
先
）

　
　

〒
六
〇
五
―
八
五
〇
一　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会

『
女
子
大
國
文
』
編
集
事
務
局

七
、
（
投
稿
論
文
の
採
否
）

　

投
稿
論
文
の
採
否
は
、
編
集
委
員
の
査
読
、
ま
た
は
関
連
分
野
の
外

部
研
究
者
査
読
の
結
果
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
て
決
定
し
、
結
果
を

投
稿
者
に
通
知
す
る
。

八
、
（
校
正
）

　

校
正
は
原
則
と
し
て
、
再
校
ま
で
と
す
る
。
校
正
段
階
で
の
大
幅
な

修
正
は
、
査
読
を
経
た
関
係
上
認
め
ら
れ
な
い
。

九
、
（
本
誌
・
抜
き
刷
り
の
贈
呈
）

　

投
稿
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
場
合
、
本
誌
二
部
、
抜
き
刷
り
三
十
部
を

贈
呈
す
る
。
増
刷
希
望
の
場
合
は
、
実
費
執
筆
者
負
担
で
受
け
付
け
る

の
で
、
採
用
の
通
知
を
受
け
て
か
ら
す
み
や
か
に
『
女
子
大
國
文
』
編

集
事
務
局
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

十
、
（
掲
載
論
文
の
著
作
権
及
び
電
子
媒
体
に
よ
る
公
開
）

　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
著
作
権
の
複
製
権
・
公
衆
送
信

権
を
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
及
び
京
都
女
子
大
学
に
許
諾
す
る
も
の
と
す

る
。
但
し
、
著
作
権
の
移
動
は
な
く
、
著
作
者
は
両
者
、
或
い
は
い
ず
れ
か

一
方
へ
の
許
諾
を
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
全
文
又
は
一
部
を
電
子
化
し
、
京
都
女
子

大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
サ
ー
バ
或
い
は
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ
る
。

十
一
、
（
規
定
の
改
正
）

　

①　

本
規
定
の
改
正
は
、
会
員
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②　

規
定
の
改
正
の
結
果
は
、
す
み
や
か
に
本
誌
に
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

附
則

　

本
投
稿
規
定
は
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
よ
り
施
行
す
る
。

　

本
投
稿
規
定
は
平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

　

本
投
稿
規
定
は
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

　

本
投
稿
規
定
は
令
和
三
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

　

本
投
稿
規
定
は
令
和
六
年
六
月
五
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
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編　

集　

後　

記

　

今
号
の
査
読
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　

 

池
原
陽
斉
・
大
谷
俊
太
・
小
山
順
子
・
坂
本
信
道
・
中
島
和
歌
子
・
中

前
正
志

　

以
上
の
各
氏
に
査
読
を
依
頼
し
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
査
読
結
果
を
報

告
、
審
議
の
結
果
、
五
点
が
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
山
順
子
先
生
に
は
、
令
和
六
年
度
公
開
講
座
の
御
講
演
内
容
を
御
寄
稿

た
ま
わ
り
ま
し
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
山
中
・
川
島
）


